技術名称　：　超音波厚さ測定システム

（1） 技術概要

ａ）目的・用途

水力発電所水圧鉄管の耐力は鉄管の板厚によって決定されるが，腐食や磨耗によって板厚が減少するため，電力会社では定期的に板厚を測定し応力照査を実施している．従来，板厚測定は測定箇所を定めて25点法等のサンプリングで実施している．このため仮設足場が必要となるほか，測定点数に応じた誤差が避けられなかった．

本システムは，自走式の台車に超音波板厚計と電磁膜厚計を装備し，走行1mmごとに計測データを採取することで，板厚測定業務の精度向上と作業効率・安全性を両立させたシステムである．

また，管の大きさ，設備条件など異なる設備形態に対応するため，遠隔で測定できるロボットや小口径管用の測定装置（ハンディタイプ）などを開発している．

ｂ）方式・要素技術

1 方式

○板厚測定　：

超音波パルスにより測定した全厚(塗膜厚含む)から，電磁膜厚計により測定した塗膜厚を差し引くことで板厚を算定する。　塗膜を除去することなく，任意のルートで板厚の連続測定(1mmごと1回測定)が可能である。

○点検　：　照明連動型CCDカメラによる遠隔点検(大型機)
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2 要素技術

･超音波板厚計と電磁膜厚計の同時測定による，塗膜上からの板厚測定技術

･板厚(塗膜厚)連続測定（1mmピッチ）技術

・ロボットによる遠隔測定技術

・ＣＣＤカメラによる構造物表面の状態記録技術

・測定結果の記録技術・活用技術
　ｃ）性能（仕様）

①　超音波厚さ測定ロボット(一般型，大型)

・管径：75cm以上

･管厚：5mm～80mm

・塗膜厚：0.1mm～1mm

・永久磁石車輪による遠隔自動走行，連続管厚，塗膜厚測定

・ＣＣＤカメラ搭載で管内部の点検可能（大型機，最大約300ｍ）

･管内外部からの測定可能

②　超音波厚さ測定装置(ハンディタイプ)

・管径：5cm以上

・管厚：2mm～80mm

・塗膜厚：0.1mm～1mm

・手動による連続管厚，塗膜厚測定

　ｄ）特徴

　　　①　板厚・塗膜厚の連続測定

本システムは鉄管上を自走しながら，１mm間隔で板厚(塗膜厚を含む全厚)及び塗膜厚を測定し，鉄管板厚を算出する連続測定法を採用しており，塗膜を除去しない(鉄管にダメージを与えない)で板厚測定を可能としている。

また，接触媒体に水を使用することで環境保全を考慮している．

②　連続測定によるデータの精度向上

１mmピッチで取得するデータは，１ｍあたり約1000点のデータを取得することになる．そのひとつひとつのデータにはＡスコープの波形が同時に記録され，その波形を精査することにより測定データの精度を高めている．

また，Ａスコープの波形解析により鋼管部材内部の非鉄介在物などの把握を可能にしている．
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図－１　測定画面

③　測定データの統計解析処理による余寿命診断

測定した大量の測定データを基に統計解析を実施し，高精度な余寿命診断ができる．

④　照明連動型ＣＣＤカメラによる遠隔点検が可能

ＣＣＤカメラの搭載により板厚測定の他遠隔からの点検が可能．またＣＣＤカメラに合わせ照明が連動して点検個所を照らすため暗所下での点検が可能

⑤　各種構造物への適用拡大

本システムの走行台車には永久磁石車輪を採用しており，水圧鉄管(円管)上を360°自由に走行することを可能としている．落下のリスクが極めて少ないことから，鋼構造物の急傾斜面下での点検・板厚測定に適しており，埋設型水圧鉄管の他，鋼製の煙突・橋梁などに適用可能である．

　ｅ）開発事業者・企業

　　　　東京電設サービス株式会社

ｆ）実用化時期

　　　　平成１３年度

ｇ）運用実績

　　　　東京電力㈱，中部電力㈱，四国電力㈱，北陸電力㈱，ＪＲ東日本，名古屋市　他

ｈ）参考文献

　　　　東京電設サービス㈱ホームページ

特許　第3822149，・　第4663476
（2） 問い合わせ先

東京電設サービス株式会社　営業本部　

　　　　　Ｔｅｌ ： ０３－６３７１－３１４０

以　上
写真－２　超音波厚さ測定ロボット（大型）





写真－１　超音波厚さ測定ロボット（一般型）
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